
(57)【要約】

【課題】供給される電源電圧を昇圧して所望の昇圧電圧

を生成する昇圧回路を含む半導体集積回路において、予

め定められた周波数のクロック信号を用いながら、迅速

な起動と消費電流の低減とを両立させる。

【解決手段】この半導体集積回路は、クロック信号に従

ってチャージポンプ動作を行う昇圧回路と、所定の周波

数を有する発振信号を生成する発振回路と、発振信号を

設定された分周比で分周することによりクロック信号を

生成する分周回路と、フレーム同期信号又は発振信号又

はクロック信号に含まれているパルスをカウントするこ

とによりカウント値を得るカウンタと、起動時に第１の

分周比を分周回路に設定し、カウント値が所定の値に達

したときに第２の分周比を分周回路に設定することによ

り、昇圧回路に供給されるクロック信号の周波数を制御

するクロック周波数制御回路とを具備する。

【選択図】図３
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 ク ロ ッ ク 信 号 に 従 っ て ス イ ッ チ ン グ を 行 う 複 数 の ト ラ ン ジ ス タ 及 び 前 記 複 数 の ト ラ ン ジ
ス タ に そ れ ぞ れ 接 続 さ れ た 複 数 の コ ン デ ン サ を 含 み 、 チ ャ ー ジ ポ ン プ 動 作 に よ り 電 源 電 圧
を 昇 圧 し て 昇 圧 電 圧 を 生 成 す る 昇 圧 回 路 と 、
　 所 定 の 周 波 数 を 有 す る 発 振 信 号 を 生 成 す る 発 振 回 路 と 、
　 前 記 発 振 回 路 に よ っ て 生 成 さ れ た 発 振 信 号 を 設 定 さ れ た 分 周 比 で 分 周 す る こ と に よ り 、
前 記 昇 圧 回 路 に 供 給 さ れ る ク ロ ッ ク 信 号 を 生 成 す る 分 周 回 路 と 、
　 フ レ ー ム 同 期 信 号 又 は 発 振 信 号 又 は ク ロ ッ ク 信 号 に 含 ま れ て い る パ ル ス を カ ウ ン ト す る
こ と に よ り カ ウ ン ト 値 を 得 る カ ウ ン タ と 、
　 起 動 時 に 第 １ の 分 周 比 を 前 記 分 周 回 路 に 設 定 し 、 前 記 カ ウ ン タ に よ っ て 得 ら れ た カ ウ ン
ト 値 が 所 定 の 値 に 達 し た と き に 第 ２ の 分 周 比 を 前 記 分 周 回 路 に 設 定 す る こ と に よ り 、 前 記
昇 圧 回 路 に 供 給 さ れ る ク ロ ッ ク 信 号 の 周 波 数 を 制 御 す る ク ロ ッ ク 周 波 数 制 御 回 路 と 、
を 具 備 す る 半 導 体 集 積 回 路 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 第 ２ の 分 周 比 の 値 が 前 記 第 １ の 分 周 比 の 値 よ り も 大 き く 、 前 記 ク ロ ッ ク 周 波 数 制 御
回 路 が 、 前 記 カ ウ ン タ に よ っ て 得 ら れ た カ ウ ン ト 値 が 所 定 の 値 に 達 し た と き に 、 前 記 昇 圧
回 路 に 供 給 さ れ る ク ロ ッ ク 信 号 の 周 波 数 を 小 さ く す る 、 請 求 項 １ 記 載 の 半 導 体 集 積 回 路 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 発 振 回 路 に よ っ て 生 成 さ れ た 発 振 信 号 を 分 周 す る こ と に よ り フ レ ー ム 同 期 信 号 を 生
成 す る フ レ ー ム 同 期 信 号 生 成 回 路 を さ ら に 具 備 す る 、 請 求 項 １ 又 は ２ 記 載 の 半 導 体 集 積 回
路 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 供 給 さ れ る 電 源 電 圧 を 昇 圧 し て 所 望 の 昇 圧 電 圧 を 生 成 す る 昇 圧 回 路 を 含 む 半
導 体 集 積 回 路 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 例 え ば 、 液 晶 ド ラ イ バ Ｉ Ｃ に お い て は 、 液 晶 デ ィ ス プ レ イ を 駆 動 す る た め に 各 種 の 電 源
電 圧 が 必 要 と さ れ て お り 、 Ｉ Ｃ 内 部 の 昇 圧 回 路 に お い て 所 望 の 電 源 電 圧 が 生 成 さ れ る 。 そ
の よ う な 昇 圧 回 路 は 、 ク ロ ッ ク 信 号 に 基 づ い て 昇 圧 動 作 を 行 う が 、 そ の ク ロ ッ ク 信 号 と し
て 、 発 振 回 路 に よ っ て 生 成 さ れ た 発 振 信 号 を 分 周 す る こ と に よ り 得 ら れ る ク ロ ッ ク 信 号 が
使 用 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 と こ ろ で 、 携 帯 電 話 等 で 使 用 さ れ る Ｃ Ｓ Ｔ Ｎ （ Color Super Twisted Nematic： カ ラ ー
・ ス ー パ ー ・ ツ イ ス ト ・ ネ マ テ ィ ッ ク ） 液 晶 デ ィ ス プ レ イ 用 の 液 晶 ド ラ イ バ Ｉ Ｃ に お い て
は 、 昇 圧 回 路 に 供 給 さ れ る ク ロ ッ ク 信 号 の 周 波 数 が 所 定 の 値 よ り も 低 い と 、 液 晶 ド ラ イ バ
Ｉ Ｃ の 電 源 が 立 ち 上 が ら な い 場 合 が あ る 。 一 方 、 ク ロ ッ ク 信 号 の 周 波 数 が 適 切 な 値 よ り も
高 い 場 合 に は 、 昇 圧 回 路 に お け る 消 費 電 流 が 大 き く な っ て し ま う 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 し か し な が ら 、 昇 圧 回 路 に 供 給 さ れ る ク ロ ッ ク 信 号 の 周 波 数 は 、 一 般 に 、 Ｍ Ｐ Ｕ （ マ イ
ク ロ プ ロ セ ッ サ ） が Ｅ Ｅ Ｐ Ｒ Ｏ Ｍ 等 の 格 納 部 か ら 読 み 出 し た コ マ ン ド に 基 づ い て 設 定 さ れ
る の で 、 そ の 周 波 数 を 途 中 で 変 更 す る こ と は で き な か っ た 。 そ の た め 、 Ｃ Ｓ Ｔ Ｎ 液 晶 デ ィ
ス プ レ イ 用 の 液 晶 ド ラ イ バ Ｉ Ｃ に お い て は 、 ク ロ ッ ク 信 号 の 周 波 数 が 高 目 に 設 定 さ れ て お
り 、 そ れ に よ っ て 確 実 な 起 動 が 保 証 さ れ る も の の 、 昇 圧 回 路 に お け る 消 費 電 流 が 増 え て し
ま う と い う 問 題 が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 関 連 す る 技 術 と し て 、 特 許 文 献 １ に は 、 必 要 最 小 限 の 消 費 電 流 で 所 望 の 出 力 電 圧 を 得 る
チ ャ ー ジ ポ ン プ 装 置 が 開 示 さ れ て い る 。 こ の チ ャ ー ジ ポ ン プ 装 置 は 、 ス イ ッ チ ン グ に よ り
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コ ン デ ン サ を 充 電 す る チ ャ ー ジ ポ ン プ 回 路 と 、 チ ャ ー ジ ポ ン プ 回 路 の 出 力 を 分 圧 す る 分 圧
回 路 と 、 分 圧 回 路 の 出 力 と 基 準 電 圧 と を 比 較 し て 誤 差 電 圧 を 増 幅 す る 誤 差 増 幅 器 と 、 誤 差
増 幅 器 の 出 力 を 制 御 電 圧 と し て チ ャ ー ジ ポ ン プ 回 路 の ス イ ッ チ ン グ 信 号 （ ク ロ ッ ク 信 号 ）
を 出 力 す る Ｖ Ｃ Ｏ （ Voltage Controlled Oscillator： 電 圧 制 御 発 振 器 ） と を 備 え て い る
。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 こ の チ ャ ー ジ ポ ン プ 装 置 は 、 Ｖ Ｃ Ｏ を リ ン グ オ シ レ ー タ で 構 成 し た こ と に よ り 、 所 望 の
出 力 電 圧 を 得 る た め に 必 要 な 最 小 限 の 消 費 電 流 で チ ャ ー ジ ポ ン プ 動 作 を 行 う こ と を 特 徴 と
し て い る 。 し か し な が ら 、 出 力 電 圧 を フ ィ ー ド バ ッ ク す る こ と に よ っ て ク ロ ッ ク 信 号 の 周
波 数 を 制 御 す る と 、 ク ロ ッ ク 信 号 の 周 波 数 が チ ャ ー ジ ポ ン プ 回 路 の 動 作 状 態 に 依 存 し て 変
動 す る の で 、 ク ロ ッ ク 信 号 が 他 の 回 路 に 及 ぼ す ノ イ ズ の 影 響 も 変 動 し 、 そ れ に 対 す る 対 策
が 必 要 と な っ て し ま う 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 許 第 ２ ６ １ ４ ９ ３ ８ 号 公 報 （ 第 １ 、 ３ 頁 、 第 １ 図 ）
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 そ こ で 、 上 記 の 点 に 鑑 み 、 本 発 明 は 、 供 給 さ れ る 電 源 電 圧 を 昇 圧 し て 所 望 の 昇 圧 電 圧 を
生 成 す る 昇 圧 回 路 を 含 む 半 導 体 集 積 回 路 に お い て 、 予 め 定 め ら れ た 周 波 数 の ク ロ ッ ク 信 号
を 用 い な が ら 、 迅 速 な 起 動 と 消 費 電 流 の 低 減 と を 両 立 さ せ る こ と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 上 記 課 題 を 解 決 す る た め 、 本 発 明 に 係 る 半 導 体 集 積 回 路 は 、 ク ロ ッ ク 信 号 に 従 っ て ス イ
ッ チ ン グ を 行 う 複 数 の ト ラ ン ジ ス タ 及 び 複 数 の ト ラ ン ジ ス タ に そ れ ぞ れ 接 続 さ れ た 複 数 の
コ ン デ ン サ を 含 み 、 チ ャ ー ジ ポ ン プ 動 作 に よ り 電 源 電 圧 を 昇 圧 し て 昇 圧 電 圧 を 生 成 す る 昇
圧 回 路 と 、 所 定 の 周 波 数 を 有 す る 発 振 信 号 を 生 成 す る 発 振 回 路 と 、 発 振 回 路 に よ っ て 生 成
さ れ た 発 振 信 号 を 設 定 さ れ た 分 周 比 で 分 周 す る こ と に よ り 、 昇 圧 回 路 に 供 給 さ れ る ク ロ ッ
ク 信 号 を 生 成 す る 分 周 回 路 と 、 フ レ ー ム 同 期 信 号 又 は 発 振 信 号 又 は ク ロ ッ ク 信 号 に 含 ま れ
て い る パ ル ス を カ ウ ン ト す る こ と に よ り カ ウ ン ト 値 を 得 る カ ウ ン タ と 、 起 動 時 に 第 １ の 分
周 比 を 分 周 回 路 に 設 定 し 、 カ ウ ン タ に よ っ て 得 ら れ た カ ウ ン ト 値 が 所 定 の 値 に 達 し た と き
に 第 ２ の 分 周 比 を 分 周 回 路 に 設 定 す る こ と に よ り 、 昇 圧 回 路 に 供 給 さ れ る ク ロ ッ ク 信 号 の
周 波 数 を 制 御 す る ク ロ ッ ク 周 波 数 制 御 回 路 と を 具 備 す る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 こ こ で 、 第 ２ の 分 周 比 の 値 が 第 １ の 分 周 比 の 値 よ り も 大 き く 、 ク ロ ッ ク 周 波 数 制 御 回 路
が 、 カ ウ ン タ に よ っ て 得 ら れ た カ ウ ン ト 値 が 所 定 の 値 に 達 し た と き に 、 昇 圧 回 路 に 供 給 さ
れ る ク ロ ッ ク 信 号 の 周 波 数 を 小 さ く す る よ う に し て も 良 い 。 ま た 、 半 導 体 集 積 回 路 が 、 発
振 回 路 に よ っ て 生 成 さ れ た 発 振 信 号 を 分 周 す る こ と に よ り フ レ ー ム 同 期 信 号 を 生 成 す る フ
レ ー ム 同 期 信 号 生 成 回 路 を さ ら に 具 備 す る よ う に し て も 良 い 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 カ ウ ン タ に よ っ て 得 ら れ た カ ウ ン ト 値 が 所 定 の 値 に 達 し た と き に 昇 圧
回 路 に 供 給 さ れ る ク ロ ッ ク 信 号 の 周 波 数 を 切 り 換 え る こ と に よ り 、 予 め 定 め ら れ た 周 波 数
の ク ロ ッ ク 信 号 を 用 い な が ら 迅 速 な 起 動 と 消 費 電 流 の 低 減 と を 両 立 さ せ る こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ １ 】
　 以 下 、 本 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 に つ い て 、 図 面 を 参 照 し な が ら 詳 し く 説 明 す
る 。 な お 、 同 一 の 構 成 要 素 に は 同 一 の 参 照 番 号 を 付 し て 、 説 明 を 省 略 す る 。
　 図 １ は 、 本 発 明 の 第 １ の 実 施 形 態 に 係 る 半 導 体 集 積 回 路 （ 液 晶 ド ラ イ バ ） 及 び そ の 周 辺
回 路 の 構 成 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。 液 晶 ド ラ イ バ ２ ０ は 、 Ｍ Ｐ Ｕ （ マ イ ク ロ プ ロ セ ッ サ
） １ ０ と 、 液 晶 パ ネ ル ３ ０ と に 接 続 さ れ て い る 。 液 晶 ド ラ イ バ ２ ０ は 液 晶 パ ネ ル ３ ０ に 実
装 さ れ て お り 、 こ れ ら は 液 晶 モ ジ ュ ー ル を 構 成 す る 。 Ｍ Ｐ Ｕ １ ０ は 、 画 像 情 報 を 表 す 画 像
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デ ー タ の 演 算 及 び 制 御 を 行 い 、 演 算 に よ っ て 得 ら れ た 表 示 用 の 画 像 デ ー タ と 、 画 像 デ ー タ
の 記 憶 領 域 を 制 御 す る ア ド レ ス と 、 書 き 込 み 制 御 信 号 や 読 み 出 し 制 御 信 号 を 含 む 各 種 の 制
御 信 号 と を 液 晶 ド ラ イ バ ２ ０ に 出 力 す る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 さ ら に 、 図 １ に 示 す よ う に 、 Ｍ Ｐ Ｕ １ ０ 及 び 液 晶 ド ラ イ バ ２ ０ に 、 Ｅ Ｅ Ｐ Ｒ Ｏ Ｍ ４ ０ が
接 続 さ れ る よ う に し て も 良 い 。 Ｅ Ｅ Ｐ Ｒ Ｏ Ｍ ４ ０ に は 、 液 晶 ド ラ イ バ ２ ０ に お け る 昇 圧 ク
ロ ッ ク 信 号 の 周 波 数 を 設 定 す る た め の コ マ ン ド や 、 液 晶 ド ラ イ バ ２ ０ 及 び そ の 周 辺 回 路 を
制 御 す る た め の 各 種 の パ ラ メ ー タ 等 の 情 報 が 格 納 さ れ て い る 。 Ｍ Ｐ Ｕ １ ０ は 、 Ｅ Ｅ Ｐ Ｒ Ｏ
Ｍ ４ ０ に 格 納 さ れ て い る 情 報 を 読 み 出 し て 、 液 晶 ド ラ イ バ ２ ０ 及 び そ の 周 辺 回 路 に 情 報 を
送 信 す る 。 な お 、 一 般 に 、 Ｅ Ｅ Ｐ Ｒ Ｏ Ｍ ４ ０ に 格 納 さ れ る 情 報 は 、 液 晶 モ ジ ュ ー ル メ ー カ
に よ っ て 設 定 さ れ る の で 、 携 帯 電 話 等 を 製 造 す る セ ッ ト メ ー カ に お い て は 、 そ の 内 容 を 変
更 す る こ と が で き な い 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 液 晶 ド ラ イ バ ２ ０ は 、 表 示 用 の 画 像 デ ー タ 等 を Ｍ Ｐ Ｕ １ ０ か ら 受 信 す る 外 部 イ ン タ フ ェ
ー ス ２ １ と 、 受 信 さ れ た 画 像 デ ー タ を 処 理 す る と 共 に 、 液 晶 パ ネ ル に お け る 画 像 表 示 を 制
御 す る た め の タ イ ミ ン グ 信 号 （ 差 動 信 号 Ｖ Ｉ Ｎ 及 び Ｖ Ｉ Ｎ バ ー ） を 生 成 す る ロ ジ ッ ク 回 路
２ ２ と 、 画 像 デ ー タ を 一 時 的 に 格 納 す る た め の 表 示 メ モ リ ２ ３ と 、 表 示 メ モ リ ２ ３ に 格 納
さ れ て い る 画 像 デ ー タ に 基 づ い て 、 液 晶 パ ネ ル を 駆 動 す る た め の セ グ メ ン ト 信 号 を 生 成 す
る セ グ メ ン ト ド ラ イ バ 回 路 ２ ４ と 、 ロ ジ ッ ク 回 路 ２ ２ か ら 供 給 さ れ る タ イ ミ ン グ 信 号 の レ
ベ ル を シ フ ト す る こ と に よ り コ モ ン 信 号 を 生 成 す る コ モ ン ド ラ イ バ 回 路 ２ ５ と を 有 し て い
る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 さ ら に 、 液 晶 ド ラ イ バ ２ ０ は 、 外 部 か ら 供 給 さ れ る 電 源 電 圧 を 昇 圧 回 路 に よ っ て 昇 圧 し
て 複 数 種 類 の 電 源 電 圧 を 発 生 し 、 こ れ ら の 電 源 電 圧 を セ グ メ ン ト ド ラ イ バ 回 路 ２ ４ 及 び コ
モ ン ド ラ イ バ 回 路 ２ ５ に 供 給 す る 電 源 回 路 ２ ６ と 、 電 源 回 路 ２ ６ 内 の 昇 圧 回 路 に 供 給 さ れ
る 昇 圧 ク ロ ッ ク 信 号 （ 以 下 、 単 に 「 ク ロ ッ ク 信 号 」 と い う ） の 周 波 数 を 設 定 す る ク ロ ッ ク
信 号 設 定 回 路 ２ ７ と を 有 し て い る 。 ま た 、 ロ ジ ッ ク 回 路 ２ ２ は 、 電 源 回 路 ２ ６ を ス リ ー プ
モ ー ド と 通 常 動 作 モ ー ド と の 間 で 切 り 換 え る た め に 、 ク ロ ッ ク 信 号 設 定 回 路 ２ ７ を 制 御 す
る た め の 制 御 信 号 を 生 成 す る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 図 ２ は 、 図 １ に 示 す 電 源 回 路 の 構 成 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。 電 源 回 路 ２ ６ は 、 外 部 か
ら 供 給 さ れ る 電 源 電 圧 Ｖ Ｄ Ｄ （ 例 え ば 、 ３ Ｖ ） を 昇 圧 し て ２ 倍 の 昇 圧 電 圧 Ｖ Ｏ Ｕ Ｔ を 生 成
す る 昇 圧 回 路 ２ ６ １ と 、 昇 圧 回 路 ２ ６ １ か ら 出 力 さ れ る 昇 圧 電 圧 Ｖ Ｏ Ｕ Ｔ を 安 定 化 す る こ
と に よ っ て セ グ メ ン ト 信 号 生 成 用 の 電 源 電 圧 Ｖ １ （ 例 え ば 、 ５ Ｖ ） 及 び コ モ ン 信 号 の 中 間
電 圧 Ｖ Ｃ （ 例 え ば 、 ２ ． ５ Ｖ ） を 生 成 す る レ ギ ュ レ ー タ 回 路 ２ ６ ２ と 、 レ ギ ュ レ ー タ 回 路
２ ６ ２ か ら 出 力 さ れ る 電 源 電 圧 Ｖ １ を 逆 極 性 で 昇 圧 し て コ モ ン 信 号 生 成 用 の 電 源 電 圧 Ｍ Ｖ
２ （ 例 え ば 、 － １ ０ Ｖ ） を 発 生 す る 昇 圧 回 路 ２ ６ ３ と 、 昇 圧 回 路 ２ ６ ３ か ら 出 力 さ れ る 電
源 電 圧 Ｍ Ｖ ２ を 逆 極 性 で 昇 圧 し て コ モ ン 信 号 生 成 用 の 電 源 電 圧 Ｖ ２ を 発 生 す る 昇 圧 回 路 ２
６ ４ と を 含 ん で い る 。 な お 、 外 部 か ら 供 給 さ れ る 電 源 電 圧 Ｖ Ｓ Ｓ （ 例 え ば 、 ０ Ｖ ） は 、 セ
グ メ ン ト 信 号 生 成 用 の 電 源 電 圧 Ｍ Ｖ １ と し て 用 い ら れ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 こ こ で 、 昇 圧 回 路 ２ ６ １ 、 ２ ６ ３ 、 ２ ６ ４ の 各 々 は 、 ク ロ ッ ク 信 号 に 従 っ て ス イ ッ チ ン
グ を 行 う 複 数 の ト ラ ン ジ ス タ 、 及 び 、 こ れ ら の ト ラ ン ジ ス タ に そ れ ぞ れ 接 続 さ れ た 複 数 の
コ ン デ ン サ を 含 み 、 チ ャ ー ジ ポ ン プ 動 作 に よ り 電 源 電 圧 を 昇 圧 し て 昇 圧 電 圧 を 生 成 す る 。
一 般 に 、 昇 圧 回 路 の 昇 圧 能 力 は 、 使 用 さ れ る コ ン デ ン サ の 容 量 と ク ロ ッ ク 信 号 の 周 波 数 に
よ っ て 決 ま る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 図 ３ は 、 図 １ に 示 す ク ロ ッ ク 信 号 設 定 回 路 の 構 成 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。 ク ロ ッ ク 信
号 設 定 回 路 ２ ７ は 、 所 定 の 周 波 数 を 有 す る 発 振 信 号 を 生 成 す る 発 振 回 路 ２ ７ １ と 、 発 振 回
路 ２ ７ １ に よ っ て 生 成 さ れ た 発 振 信 号 を 分 周 し て ク ロ ッ ク 信 号 を 生 成 す る 分 周 回 路 ２ ７ ２
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と 、 フ レ ー ム 同 期 信 号 に 含 ま れ て い る パ ル ス を カ ウ ン ト す る こ と に よ り カ ウ ン ト 値 を 得 る
カ ウ ン タ ２ ７ ３ と 、 カ ウ ン タ ２ ７ ３ に よ っ て 得 ら れ た カ ウ ン ト 値 に 基 づ い て 、 電 源 回 路 ２
６ （ 図 ２ ） 内 の 昇 圧 回 路 に 供 給 さ れ る ク ロ ッ ク 信 号 の 周 波 数 を 制 御 す る ク ロ ッ ク 周 波 数 制
御 回 路 ２ ７ ４ と を 含 ん で い る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 カ ウ ン タ ２ ７ ３ は 、 ロ ジ ッ ク 回 路 ２ ２ （ 図 １ ） か ら 供 給 さ れ る 制 御 信 号 が 活 性 化 さ れ る
と 、 フ レ ー ム 同 期 信 号 に 含 ま れ て い る パ ル ス の カ ウ ン ト を 開 始 す る 。 フ レ ー ム 同 期 信 号 は
、 フ レ ー ム 同 期 信 号 生 成 回 路 ２ ７ ５ に お い て 発 振 信 号 を 分 周 す る こ と に よ り 生 成 し て も 良
い し 、 外 部 か ら 供 給 し て も 良 い 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 ま た 、 分 周 回 路 ２ ７ ２ は 、 発 振 回 路 ２ ７ １ に よ っ て 生 成 さ れ た 発 振 信 号 を 、 ク ロ ッ ク 周
波 数 制 御 回 路 ２ ７ ４ に よ っ て 設 定 さ れ た 分 周 比 で 分 周 す る こ と に よ り 、 ク ロ ッ ク 信 号 を 生
成 す る 。 ク ロ ッ ク 周 波 数 制 御 回 路 ２ ７ ４ は 、 起 動 時 に 第 １ の 分 周 比 を 分 周 回 路 ２ ７ ２ に 設
定 し 、 カ ウ ン タ ２ ７ ３ に よ っ て 得 ら れ た カ ウ ン ト 値 が 所 定 の 値 に 達 し た と き に 第 ２ の 分 周
比 を 分 周 回 路 ２ ７ ２ に 設 定 す る こ と に よ り 、 昇 圧 回 路 に 供 給 さ れ る ク ロ ッ ク 信 号 の 周 波 数
を 制 御 す る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 次 に 、 本 実 施 形 態 に 係 る 半 導 体 装 置 の 動 作 に つ い て 、 図 １ ～ 図 ４ を 参 照 し な が ら 説 明 す
る 。
　 図 ４ は 、 起 動 時 に お い て 昇 圧 回 路 ２ ６ １ か ら 出 力 さ れ る 昇 圧 電 圧 の 立 ち 上 が り を 示 す 波
形 図 で あ る 。 こ こ で 、 起 動 時 と は 、 電 源 投 入 時 と 、 ス リ ー プ モ ー ド か ら 通 常 動 作 モ ー ド へ
の 移 行 時 と の 両 方 を 意 味 す る 。 起 動 時 に お い て 、 ロ ジ ッ ク 回 路 ２ ２ か ら 供 給 さ れ る 制 御 信
号 が 活 性 化 さ れ る と 、 カ ウ ン タ ２ ７ ３ は 、 フ レ ー ム 同 期 信 号 に 含 ま れ て い る パ ル ス の カ ウ
ン ト を 開 始 す る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 ク ロ ッ ク 周 波 数 制 御 回 路 ２ ７ ４ は 、 起 動 時 に 第 １ の 分 周 比 を 分 周 回 路 ２ ７ ２ に 設 定 す る
。 こ れ に よ り 、 分 周 回 路 ２ ７ ２ か ら 出 力 さ れ る ク ロ ッ ク 信 号 の 周 波 数 は 、 ｆ １ （ 例 え ば 、
２ ０ ｋ Ｈ ｚ ） と な っ て い る 。 カ ウ ン タ ２ ７ ３ は 、 カ ウ ン ト 値 が 所 定 の 値 （ 例 え ば 、 「 ９ 」
） に 達 し た と き に 、 そ の 結 果 を ク ロ ッ ク 周 波 数 制 御 回 路 ２ ７ ４ に 出 力 す る 。 こ れ に 応 答 し
て 、 ク ロ ッ ク 周 波 数 制 御 回 路 ２ ７ ４ は 、 第 １ の 分 周 比 よ り も 大 き い 第 ２ の 分 周 比 を 分 周 回
路 ２ ７ ２ に 設 定 す る 。 こ れ に よ り 、 分 周 回 路 ２ ７ ２ か ら 出 力 さ れ る ク ロ ッ ク 信 号 の 周 波 数
は 、 ｆ ２ （ 例 え ば 、 ５ ｋ Ｈ ｚ ） と な る （ こ こ で 、 ｆ ２ ＜ ｆ １ と す る ） 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 そ の 結 果 、 起 動 時 か ら ９ フ レ ー ム 期 間 （ 約 １ ５ ０ ｍ ｓ ｅ ｃ ） に お い て は 、 ク ロ ッ ク 信 号
の 周 波 数 が 高 い の で 昇 圧 電 圧 が 急 速 に 立 ち 上 が り 、 そ の 後 は ク ロ ッ ク 周 波 数 が 低 く な る の
で 、 昇 圧 回 路 ２ ６ １ に お け る 消 費 電 流 が 低 減 さ れ る 。 ま た 、 液 晶 ド ラ イ バ Ｉ Ｃ に よ っ て は
、 昇 圧 回 路 に 供 給 さ れ る ク ロ ッ ク 信 号 の 周 波 数 が 所 定 の 値 （ ｆ ０ と す る ） よ り も 低 い と 電
源 が 立 ち 上 が ら な い 場 合 が あ る が 、 本 実 施 形 態 に よ れ ば 、 ｆ １ ＞ ｆ ０ と な る よ う に 発 振 回
路 ２ ７ １ の 発 振 周 波 数 及 び 分 周 回 路 ２ ７ ２ に お け る 分 周 比 を 設 定 す る こ と に よ り 、 確 実 に
電 源 を 立 ち 上 げ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 一 方 、 電 源 立 ち 上 が り 後 の 定 常 状 態 に お い て は 、 他 の 回 路 に 与 え る ノ イ ズ の 影 響 の 観 点
か ら 、 ク ロ ッ ク 信 号 の 周 波 数 は 一 定 で あ る 方 が 良 い 。 本 実 施 形 態 に お い て は 、 電 源 立 ち 上
が り 時 点 に お い て ク ロ ッ ク 信 号 の 周 波 数 を 自 動 的 に 切 り 換 え る が 、 そ の 後 は ク ロ ッ ク 信 号
の 周 波 数 を 一 定 に 保 つ 。 こ れ に よ り 、 ク ロ ッ ク 信 号 の 周 波 数 ゆ れ に 起 因 す る ノ イ ズ の 影 響
を 低 減 す る こ と が で き る 。 ま た 、 昇 圧 電 圧 を 監 視 す る た め の オ ペ ア ン プ 等 の ア ナ ロ グ 回 路
が 不 要 で あ り 、 回 路 構 成 を 簡 単 に す る こ と が で き る 。 さ ら に 、 半 導 体 集 積 回 路 の 検 査 工 程
に お い て 、 電 源 の 立 ち 上 が り 時 の 評 価 を 行 う 際 に も 、 固 定 の ク ロ ッ ク 周 波 数 に 対 し て 評 価
を 行 え ば 良 い の で 検 査 が 簡 単 に な る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
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　 次 に 、 本 発 明 の 第 ２ の 実 施 形 態 に つ い て 説 明 す る 。
　 図 ５ は 、 本 発 明 の 第 ２ の 実 施 形 態 に 係 る 半 導 体 集 積 回 路 に お い て 用 い ら れ る ク ロ ッ ク 信
号 設 定 回 路 の 構 成 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。 第 ２ の 実 施 形 態 に お い て は 、 図 ３ に 示 す ク ロ
ッ ク 信 号 設 定 回 路 ２ ７ の 替 わ り に 、 図 ５ に 示 す ク ロ ッ ク 信 号 設 定 回 路 ２ ８ が 用 い ら れ る 。
そ の 他 の 構 成 に つ い て は 、 図 １ に 示 す 第 １ の 実 施 形 態 と 同 様 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 図 ５ に 示 す よ う に 、 ク ロ ッ ク 信 号 設 定 回 路 ２ ８ は 、 所 定 の 周 波 数 を 有 す る 発 振 信 号 を 生
成 す る 発 振 回 路 ２ ７ １ と 、 発 振 回 路 ２ ７ １ に よ っ て 生 成 さ れ た 発 振 信 号 を 設 定 さ れ た 分 周
比 で 分 周 す る こ と に よ り 、 電 源 回 路 ２ ６ 内 の 昇 圧 回 路 に 供 給 さ れ る ク ロ ッ ク 信 号 を 生 成 す
る 分 周 回 路 ２ ７ ２ と 、 発 振 回 路 ２ ７ １ に よ っ て 生 成 さ れ た 発 振 信 号 に 含 ま れ て い る パ ル ス
を カ ウ ン ト す る こ と に よ り カ ウ ン ト 値 を 得 る カ ウ ン タ ２ ７ ３ と 、 カ ウ ン タ ２ ７ ３ に よ っ て
得 ら れ た カ ウ ン ト 値 に 基 づ い て 、 昇 圧 回 路 に 供 給 さ れ る ク ロ ッ ク 信 号 の 周 波 数 を 制 御 す る
ク ロ ッ ク 周 波 数 制 御 回 路 ２ ７ ４ と を 含 ん で い る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 カ ウ ン タ ２ ７ ３ は 、 ロ ジ ッ ク 回 路 ２ ２ （ 図 １ ） か ら 供 給 さ れ る 制 御 信 号 が 活 性 化 さ れ る
と 、 発 振 信 号 に 含 ま れ て い る パ ル ス の カ ウ ン ト を 開 始 す る 。 ま た 、 分 周 回 路 ２ ７ ２ は 、 発
振 回 路 ２ ７ １ に よ っ て 生 成 さ れ た 発 振 信 号 を 、 ク ロ ッ ク 周 波 数 制 御 回 路 ２ ７ ４ に よ っ て 設
定 さ れ た 分 周 比 で 分 周 す る こ と に よ り 、 ク ロ ッ ク 信 号 を 生 成 す る 。 ク ロ ッ ク 周 波 数 制 御 回
路 ２ ７ ４ は 、 起 動 時 に 第 １ の 分 周 比 を 分 周 回 路 ２ ７ ２ に 設 定 し 、 カ ウ ン タ ２ ７ ３ に よ っ て
得 ら れ た カ ウ ン ト 値 が 所 定 の 値 に 達 し た と き に 第 ２ の 分 周 比 を 分 周 回 路 ２ ７ ２ に 設 定 す る
こ と に よ り 、 昇 圧 回 路 に 供 給 さ れ る ク ロ ッ ク 信 号 の 周 波 数 を 制 御 す る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 上 記 に お い て は 、 カ ウ ン タ ２ ７ ３ が 、 発 振 回 路 ２ ７ １ に よ っ て 生 成 さ れ る 発 振 信 号 に 含
ま れ て い る パ ル ス を カ ウ ン ト す る こ と に よ り カ ウ ン ト 値 を 得 る 場 合 に つ い て 説 明 し た が 、
カ ウ ン タ ２ ７ ３ が 、 分 周 回 路 ２ ７ ２ か ら 出 力 さ れ る ク ロ ッ ク 信 号 に 含 ま れ て い る パ ル ス を
カ ウ ン ト す る こ と に よ り カ ウ ン ト 値 を 得 る よ う に し て も 良 い 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ ８ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 第 １ の 実 施 形 態 に 係 る 半 導 体 集 積 回 路 の 構 成 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 。
【 図 ２ 】 図 １ に 示 す 電 源 回 路 の 構 成 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 。
【 図 ３ 】 図 １ に 示 す ク ロ ッ ク 信 号 設 定 回 路 の 構 成 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 。
【 図 ４ 】 起 動 時 に お い て 昇 圧 回 路 か ら 出 力 さ れ る 昇 圧 電 圧 の 立 ち 上 が り を 示 す 波 形 図 。
【 図 ５ 】 第 ２ の 実 施 形 態 に お い て 用 い ら れ る ク ロ ッ ク 信 号 設 定 回 路 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 １ ０ 　 Ｍ Ｐ Ｕ 、 　 ２ ０ 　 液 晶 ド ラ イ バ 、 　 ２ １ 　 外 部 イ ン タ フ ェ ー ス 、 　 ２ ２ 　 ロ ジ ッ
ク 回 路 、 　 ２ ３ 　 表 示 メ モ リ 、 　 ２ ４ 　 セ グ メ ン ト ド ラ イ バ 回 路 、 　 ２ ５ 　 コ モ ン ド ラ イ
バ 回 路 、 　 ２ ６ 　 電 源 回 路 、 　 ２ ７ 、 ２ ８ 　 ク ロ ッ ク 信 号 設 定 回 路 、 　 ３ ０ 　 液 晶 パ ネ ル
、 　 ４ ０ 　 Ｅ Ｅ Ｐ Ｒ Ｏ Ｍ 、 　 ２ ６ １ 、 ２ ６ ３ 、 ２ ６ ４ 　 昇 圧 回 路 、 　 ２ ６ ２ 　 レ ギ ュ レ ー
タ 回 路 、 　 ２ ７ １ 　 発 振 回 路 、 　 ２ ７ ２ 　 分 周 回 路 、 　 ２ ７ ３ 　 カ ウ ン タ 、 　 ２ ７ ４ 　 ク
ロ ッ ク 周 波 数 制 御 回 路 、 　 ２ ７ ５ 　 フ レ ー ム 同 期 信 号 生 成 回 路
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】

(8) JP 2007-199210 A 2007.8.9



フロントページの続き

(51)Int.Cl.                             ＦＩ                                    テーマコード（参考）
   　　　　                                Ｇ０９Ｇ   3/20    ６７０Ｄ          　　　　　
   　　　　                                Ｇ０９Ｇ   3/20    ６１１Ａ          　　　　　
   　　　　                                Ｇ０２Ｆ   1/133   ５２０　          　　　　　

Ｆターム(参考) 2H093 NC03  NC16  NC27  NC34  NC35  NC50  ND39  ND40  NF13 
　　　　 　　  5C006 AF51  AF53  AF61  AF67  AF72  BB12  BF22  BF42  BF49  FA11 
　　　　 　　        FA47  FA48 
　　　　 　　  5C080 AA10  BB05  DD08  DD26  FF12  JJ02  JJ04  JJ05 
　　　　 　　  5H730 AA14  AS04  BB02  BB57  BB81  BB86  EE53  FF07  FG01  XC03 

(9) JP 2007-199210 A 2007.8.9


	bibliographic-data
	abstract
	claims
	description
	drawings
	overflow

